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常
々
、
日
本
に
は
こ
ん
な
に
い
ろ
ん
な
地

域
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
、
土

地
柄
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
個
性
が
場
所
ご
と

で
生
き
て
い
る
社
会
な
ら
、
も
っ
と
い
い
の

に
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
で
、
い

ち
ば
ん
わ
た
く
し
が
気
に
か
け
て
い
る
こ
と

は
、
地
域
に
し
っ
か
り
雇
用
が
あ
る
こ
と
だ
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
に
し
っ
か
り
と
し
た

そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
産
業
基
盤
と
、
そ
の

土
地
の
住
む
と
こ
ろ
、
働
く
と
こ
ろ
と
し
て

の
魅
力
だ
。 

 

か
つ
て
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス

ク
ー
ル
の
ロ
ザ
ベ
ス
・
カ
ン
タ
ー
教
授
は
、

住
む
地
に
根
付
き
な
が
ら
、
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ

ス
の
仕
事
を
す
る
ひ
と
に
注
目
し
た
。 

 

と
り
つ
か
れ
た
よ
う
に
（
そ
し
て
、
疲
れ

な
が
ら
）
世
界
中
を
無
理
し
て
か
け
ず
り
な

が
ら
、
世
界
を
ま
た
に
か
け
て
は
い
て
も
、

世
界
レ
ベ
ル
の
仕
事
を
し
て
い
な
い
ひ
と
に

対
し
て
、
地
域
に
根
付
い
て
い
る
ま
ま
、
そ

の
場
所
を
愛
で
、
そ
こ
に
住
む
こ
と
を
楽
し

み
な
が
ら
、
世
界
レ
ベ
ル
の
仕
事
を
し
て
い

る
ひ
と
た
ち
が
い
る
。
そ
の
よ
う
な
ひ
と
の

こ
と
を
、
彼
女
は
、
「
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
」

と
名
づ
け
た
。
そ
の
た
め
の
調
査
と
し
て
、

お
膝
元
の
ボ
ス
ト
ン
を
含
む
全
米
各
地
で
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
お
こ
な
っ
た
。
各
地
で
地

元
の
ひ
と
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
「
こ
の
地

に
立
地
し
て
い
て
溶
け
込
ん
で
い
て
世
界
レ

ベ
ル
の
競
争
力
を
も
っ
て
い
る
も
の
は
な
ん

で
す
か
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
討
議
課
題
を
与

え
て
、
議
論
し
て
も
ら
っ
た
。
ボ
ス
ト
ン
な

ら
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
ア

ー
サ
ー
・
Ｄ
・
リ
ト
ル
）
も
、
（
調
査
当
時

な
ら
）
メ
ー
カ
ー
で
は
Ｄ
Ｅ
Ｃ
（
デ
ジ
タ
ル
・

イ
ク
ウ
ィ
プ
メ
ン
ト
社
）
も
、
美
術
館
な
ら

ボ
ス
ト
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
オ
ブ
・
フ
ァ

イ
ン
・
ア
ー
ツ
も
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
大
学

で
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
も
Ｍ
Ｉ
Ｔ
（
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
）
も
、
音
楽
学
校

な
ら
バ
ー
ク
レ
ー
音
楽
院
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に

ボ
ス
ト
ン
の
地
に
長
ら
く
存
在
し
、
地
元
に

溶
け
込
み
、
地
元
の
ひ
と
に
愛
さ
れ
、
世
界

的
に
通
用
す
る
魅
力
や
競
争
力
を
も
っ
て
い

る
の
だ
。 

 

大
学
が
四
〇
校
以
上
も
あ
る
街
な
の
で
、

全
米
か
ら
、
ま
た
世
界
中
か
ら
学
生
を
引
き

寄
せ
る
が
、
こ
こ
で
学
生
時
代
数
年
す
ご
し

た
あ
と
、
「
気
に
入
っ
た
こ
の
街
ボ
ス
ト
ン

が
！
」
と
言
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
か

な
く
て
も
、
こ
の
ご
当
地
に
魅
力
あ
る
雇
用

主
と
な
る
組
織
が
多
数
存
在
す
る
。
わ
た
し

が
Ｍ
Ｉ
Ｔ
に
い
た
と
き
に
博
士
論
文
の
調
査

の
た
め
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
企
業
家
は
、

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
も
の
で
ボ
ス
ト
ン

に
な
い
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
街
は
も
っ

と
コ
ン
パ
ク
ト
で
わ
た
し
に
は
住
み
や
す
く
、

最
高
だ
」
と
言
っ
て
の
け
た
。 

 

神
戸
に
い
る
の
で
、
神
戸
と
名
の
つ
く
も

の
は
す
べ
て
大
切
に
し
た
い
と
思
う
。
コ
ー

プ
神
戸
も
、
（
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
の
）
神

戸
コ
ロ
ッ
ケ
も
、
神
戸
大
学
も
、
（
固
有
名

詞
に
神
戸
は
付
か
な
く
て
も
）
地
元
の
勇
、

ワ
ー
ル
ド
や
ア
シ
ッ
ク
ス
、
ま
た
、
世
界
レ

ベ
ル
の
会
社
で
そ
の
日
本
で
の
ヘ
ッ
ド
ク
ォ

ー
タ
を
神
戸
に
立
地
さ
せ
て
い
る
Ｐ
＆
Ｇ
、

イ
ー
ラ
イ
・
リ
リ
ー
、
ネ
ス
レ
の
存
在
を
う

れ
し
く
、
ま
た
誇
り
に
思
う
。 

 

街
が
魅
力
あ
る
か
ら
、
国
際
的
だ
か
ら
、

初
代
Ｇ
Ｍ
（
ゼ
ネ
ラ
ル
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
が
、

神
戸
の
地
を
選
ん
だ
と
い
う
リ
リ
ー
。
他
の

と
こ
ろ
に
生
ま
れ
た
ひ
と
を
観
光
で
引
き
寄

せ
る
ぐ
ら
い
の
魅
力
が
街
に
あ
り
、
そ
の
街

の
魅
力
が
学
生
を
引
き
寄
せ
、
雇
用
を
生
み

出
し
、
い
い
大
学
や
雇
用
が
あ
る
か
ら
、
ま

た
、
街
が
住
む
と
こ
ろ
、
働
く
と
こ
ろ
と
し

て
、
魅
力
の
あ
る
と
こ
ろ
に
な
る
。
そ
の
よ

う
な
善
循
環
を
ま
た
ま
た
、
も
っ
と
強
力
に

取
り
戻
し
た
い
と
い
っ
た
ら
、
時
代
錯
誤
だ

ろ
う
か
。 

 

金
井
壽
宏
（
か
な
い
・
と
し
ひ
ろ
） 

　
経
営
学
専
攻
。
代
表
的
著
書
に
、『
変
革
型

ミ
ド
ル
の
探
求
』
『
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
』
『
企
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
の
世
界
』
『
創
造
す
る
ミ
ド
ル
』（
共
著
）

『
経
営
組
織
』
な
ど
が
あ
る
。 
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私のこの一冊 

私　の　こ　の　一　冊 

『谷崎潤一郎全集  痴人の愛・小さな王国』 

P r o f i l e

鈴木勝利 
（すずき・かつとし） 
金属労協議長 

谷崎潤一郎著  
中央公論社（1958年発行） 

1942年、神奈川県生まれ。57年、東芝入社。東芝労組書記長、電機労連（現在
の電機連合）書記長などを経て、96年電機連合委員長。2001年より現職。 

　
あ
れ
は
昭
和
三
三
年
ご
ろ
だ
っ
た
と

思
う
。
中
学
を
卒
業
し
て
東
芝
小
向
工

場
の
養
成
所
に
入
っ
た
の
が
昭
和
三
二

年
。
だ
か
ら
一
六
歳
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
趣
味
と
い
え
ば
読
書
し
か
な
か

っ
た
の
で
毎
日
本
屋
通
い
を
し
な
が
ら

手
に
し
た
の
が
こ
の
谷
崎
潤
一
郎
全
集

で
あ
っ
た
。
全
集
は
三
〇
巻
か
ら
な
り
、

順
次
発
売
さ
れ
て
い
く
方
式
で
、
通
勤

の
電
車
の
中
で
読
む
の
に
ち
ょ
う
ど
良

い
大
き
さ
が
魅
力
だ
っ
た
。 

　
そ
の
全
集
で
最
初
に
購
入
し
た
の
が
、

巻
数
は
記
憶
に
な
い
が
『
痴
人
の
愛
』

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
小
学
生
、
中
学
生

時
代
を
通
し
て
「
ま
せ
て
」
い
た
の
で
、

巷
間
言
わ
れ
て
い
た
『
痴
人
の
愛
』
の

性
的
描
写
に
興
味
を
抱
い
た
の
も
事
実

で
あ
っ
た
が
、
読
ん
で
い
く
う
ち
に
何

か
違
う
気
持
ち
に
な
っ
て
い
く
自
分
を

知
る
こ
と
に
な
る
。
社
会
的
に
も
そ
れ

な
り
の
地
位
と
収
入
を
得
て
い
る
中
年

の
男
性
が
、
自
分
の
子
供
み
た
い
な
娘

に
溺
れ
て
い
く
、
そ
れ
が
作
者
の
意
図

で
な
く
て
も
読
ん
で
い
る
私
に
は
そ
こ

が
強
烈
な
印
象
と
し
て
刻
み
こ
ま
れ
て

い
く
。
こ
れ
が
人
間
の
「
弱
さ
」
「
醜

さ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
な
の
か
。
ど
ん

な
立
派
な
人
で
あ
っ
て
も
、
人
と
い
う

も
の
は
さ
ま
ざ
ま
な
「
弱
さ
」
を
も
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
。
他
人
か
ら

範
と
し
て
尊
敬
さ
れ
て
い
る
人
で
あ
っ

て
も
、
表
面
に
は
見
え
な
い
内
実
に
「
弱

さ
」
や
「
醜
さ
」
を
も
っ
て
い
る
。
だ

か
ら
人
間
な
の
だ
。
そ
れ
が
人
間
な
の

だ
。 

　
ま
た
、
そ
の
弱
さ
や
醜
さ
を
認
め
た

う
え
で
、
自
分
自
身
で
ど
う
自
制
し
て

い
け
ば
よ
い
の
か
が
人
生
な
の
で
は
な

い
か
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
当
時
は
、
こ
の

よ
う
に
は
っ
き
り
と
自
覚
し
た
わ
け
で

は
な
く
、
漠
然
と
そ
う
感
じ
て
い
た
だ

け
で
あ
る
が
、
そ
の
思
い
が
「
人
間
」

そ
の
も
の
存
在
や
心
理
に
対
す
る
強
烈

な
興
味
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
、
そ
の

後
の
本
は
、
仕
事
に
必
要
な
経
済
や
社

会
問
題
な
ど
と
あ
わ
せ
て
そ
の
種
の
テ

ー
マ
本
が
多
く
な
る
。 

　
全
集
の
第
六
巻
に
『
小
さ
な
王
国
』

と
い
う
短
編
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
あ

る
小
学
校
の
ク
ラ
ス
で
、
餓
鬼
大
将
が

自
前
の
紙
幣
を
発
行
し
て
共
産
主
義
国

家
を
つ
く
る
。
つ
い
に
は
監
督
す
べ
き

担
任
ま
で
も
が
、
そ
の
薄
給
の
た
め
に

ミ
ル
ク
代
欲
し
さ
に
仲
間
に
入
っ
て
し

ま
う
と
い
う
物
語
だ
が
、
組
織
の
た
め

に
人
間
が
ゆ
が
め
ら
れ
て
い
く
様
が
淡
々

と
描
か
れ
て
い
る
。
当
時
日
本
社
会
に

ま
だ
羽
振
り
を
聞
か
せ
て
い
た
共
産
主

義
が
、
い
か
に
幻
想
で
あ
っ
た
か
を
如

実
に
描
い
た
も
の
で
、
私
自
身
の
思
想

形
成
に
大
い
に
役
立
っ
た
話
を
付
記
し

て
お
き
た
い
。 
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　家族というのは、考えてみれば不思議で
理不尽なものである。人の人生は、その人
がどの家族に生れ落ちるかによって基本的
な部分は決定されてしまうのではないだろ
うか。家族に反発する場合であっても、そ
の性格や能力、経済的状態も家族から引き
継ぐからである。その家族が革命的に変化
しているという。家族の中の個人の自由度
が高まり（＝家族の個人化）、ライフコー
スも多様化している（＝家族のライフスタ
イル化）。17人の執筆者の多様な論文は、
あまりに身近なために「灯台下暗し」の感
のある家族を見つめ直す契機を提供している。 

　敗戦から59年が経過した。戦後の労働運
動の高揚期（混乱期？）はとうの昔のこと
となり、労使関係は安定期（衰退期？）を
謳歌している。今後この安定期が持続する
のか、雇用形態の多様化や新しい働き方に
触発されて新たな労使関係が形成されるの
かは、浅学非才の筆者にはとうてい見通せ
ない。余談はさておき、本書からは、戦後
繊維労働組合運動を、会議室の中ではなく、
現場で全身でになってきた著者の誠実な人
柄がにじみ出てきている。しかし、著者も
懸念しているように、戦後運動は、本当に
歴史として学び続けられているのだろうか。 

　スーパーウーマンが脚光を浴びる一方で、
高学歴女性の家庭退避も話題に上っている。
均等法施行から20年、女性の選択肢は増え
たとはいえ、いまなお、男性社会の中で、
グラスシーリングやあからさまな壁に悩ん
でいる女性は多い。フェミニストでなくと
も心痛むことである。しかし、本書に登場
する女性は、このような状況の中でも、ま
ぶしいくらいにひたすらに前向きで挑戦的（ソ
ニー的）である。固有名詞を冠されない一
般的な女性が、ごく普通の職場でもまぶし
く光輝く時代が１日でも早く到来すること
を願わずにはいられなくさせている。 

平成15年版 数字で見る雇用の動き／厚生労働省大臣官房統計情報部（厚生労働省大臣官房統計情報部・本体価格4,000円） 
平成16年我が国の人口動態／厚生労働省大臣官房統計情報部（厚生統計協会・本体価格1,200円） 
第2回 21世紀出生児縦断調査／厚生労働省大臣官房統計情報部（厚生労働省大臣官房統計情報部） 
日本国勢図会 2004/05版／矢野恒太記念会（矢野恒太記念会・本体価格2,524円） 
産業と労働のニューストーリー／久野国夫（法律文化社・本体価格2,500円） 
労働の供給制約と日本経済／水野朝夫・小野旭（原書房・本体価格3,500円） 
韓国の労働者／ハーゲン・クー（御茶ノ水書房・本体価格4,500円） 
労働者問題とキリスト教／W.E.フォン・ケテラー（晃洋書房・本体価格2,600円） 
社会移動の歴史社会学／佐藤（粒来）香（東洋館出版社・本体価格5,300円） 
現代若者の就業行動／河野員博（学文社・本体価格2,400円） 
19世紀パリ社会史／赤司道和（北海道大学図書刊行会・本体価格4,500円） 
労働問題のしおり 平成15年度／厚生労働省（厚生労働省） 
現代社会論［新版］／古城利明・矢澤修次郎（有斐閣・本体価格1,900円） 
情報技術革新の経済効果／篠�彰彦（日本評論社・本体価格3,300円） 
足で見た筑豊／金光烈（明石書店・本体価格4,800円） 
労働者が闘う時／ブルーノ・ラミレス（関西大学出版部・本体価格3,500円） 
日本の雇用政策／丸谷肇（いなほ書房・本体価格2,000円） 
現代の人口問題／黒田俊夫・大淵寛（原書房・本体価格3,155円） 
生存と死亡の人口学／小林和正・大淵寛（原書房・本体価格3,155円） 
人口学の現状とフロンティア／岡田實・大淵寛（原書房・本体価格3,500円） 
人口変動と家族／阿藤誠・兼清弘之（原書房・本体価格3,200円） 
ジェンダーと人口問題／阿藤誠・早瀬保子（原書房・本体価格3,200円） 
人口と文明のゆくえ／河野稠果・大淵寛（原書房・本体価格3,200円） 
フラット型組織の人事制度／奥林康司・平野光俊（中央経済社・本体価格2,400円） 
［図解］部門のマネジメント 人事マネジャーの仕事／寺崎文勝（日本能率協会マネジメントセンター・本体価格1,800円） 
上海進出企業の労務管理Ｑ＆Ａ／ジェトロ（ジェトロ・本体価格5,000円） 
組織行動の考え方／金井壽宏・高橋潔（東洋経済新報社・本体価格2,400円） 
［改訂］平均賃金の解説／厚生労働省労働基準局賃金時間課（労働調査会・本体価格2,381円） 
賃金決定の手引［第2版］／笹島芳雄（日本経済新聞社・本体価格860円） 
事例でみる労働安全衛生のチェックポイント／厚生労働省労働基準局安全衛生部（新日本法規・本体価格9,450円） 
労災保険適用事業細目の解説 平成16年版／厚生労働省労災管理課（労働新聞社・本体価格2,000円） 
安全の指標 平成16年度／厚生労働省労働基準局（中央労働災害防止協会・本体価格560円） 
ジェンダー白書2／北九州市立男女共同参画センター“ムーブ”（明石書店・本体価格1,800円） 
女性と労働組合／高木郁朗・連合総合男女平等局（明石書店・本体価格2,300円） 
女性のための「ケアする仕事」／斉藤弘子（彩流社・本体価格1,500円） 
ジェンダー化する社会／姫岡とし子（岩波書店・本体価格2,600円） 
「ひとり」を支える女性たち／ＷＷＲ研究会（学文社・本体価格1,600円） 
男女共同参画社会データ集 2004年版／生活情報センター（生活情報センター・本体価格14,800円） 
フェミニスト福祉政策原論／杉本貴代栄（ミネルヴァ書房・本体価格2,500円） 
外国人研修生の入国・在留手続Q&A／国際研修協力機構（国際研修協力機構・本体価格1,429円） 
福祉系学生のための就職ハンドブック／川村匡由（中央法規出版・本体価格1,600円） 
しごとライブラリー Ⅰ～Ⅳ／雇用・能力開発機構 私のしごと館（雇用・能力開発機構 私のしごと館・本体価格各3,780円） 
新・オトナの学校 仕事常識／日本経済新聞社（日本経済新聞社・本体価格1,200円） 

韓国で働く／笹部佳子（めこん・本体価格1,500円） 
職業能力の評価基準［事務系職種］／中央職業能力開発協会（中央職業能力開発協会・本体価格2,300円） 
現代の人的資源管理／岩内亮一・梶原豊（学文社・本体価格2,000円） 
会社法の現代的課題／柴田和史・野田博（法政大学現代法研究所・本体価格2,900円） 
労働法解体新書［補訂版］／角田邦重・山田省三（法律文化社・本体価格2,000円） 
国立大学法人の労働関係ハンドブック／和田肇・野田進・中窪裕也（商事法務・本体価格2,800円） 
ベーシック労働法［第2版］／浜村彰・唐津博・青野覚・奥田香子（有斐閣・本体価格1,900円） 
新・雇用社会の法［補訂版］／菅野和夫（有斐閣・本体価格3,600円） 
労働関係法［第4版］／小西國友・渡辺章・中嶋士元也（有斐閣・本体価格2,700円） 
新訂 労働基準法令総覧／労働法令協会（労働法令協会・本体価格2,600円） 
社長！ 会社を守るには就業規則を見直してください／小林秀司（秀和システム・本体価格1,400円） 
労災保険法解釈総覧／厚生労働省労働基準局（労務行政研究所・本体価格8,000円） 
わかりやすい雇用保険法の手引／厚生労働省職業安定局雇用保険課（新日本法規・本体価格9,922円） 
社会保障法総論［第2版］／堀勝洋（東京大学出版会・本体価格4,600円） 
社会保障読本［第3版］／堀勝洋（東洋経済新報社・本体価格2,400円） 
現代社会保障論／田畑洋一（学文社・本体価格2,600円） 
社会保障の基本原理と将来像／芝田英昭（法律文化社・本体価格2,300円） 
年金改革と積極的社会保障政策／権丈善一（慶應義塾大学出版会・本体価格3,200円） 
介護福祉のための家政学／中川英子（建帛社・本体価格2,100円） 
企業年金ポイント解説04/05／和泉信俊（社会経済生産性本部生産性労働情報センター・本体価格1,800円） 
これが生活保護だ／尾藤廣喜・松崎喜良・吉永純（高菅出版・本体価格2,572円） 
東京で暮らす／松本康（東京都立大学出版会・本体価格1,495円） 
家族革命／清水浩昭・森謙二・岩上真珠・山田昌弘（弘文堂・本体価格2,000円） 
国民生活白書 平成16年版／内閣府（国立印刷局・本体価格1,500円） 
グローカル経営／根本孝（同文舘出版・本体価格2,800円） 
外資系企業総覧 2004年版／東洋経済新報社（東洋経済新報社・本体価格17,000円） 
コーポレート・コントロールとコーポレート・ガバナンス／貞松茂（ミネルヴァ書房・本体価格4,000円） 
社会的責任投資の基礎知識／秋山をね・菱山隆二（岩波書店・本体価格700円） 
中小企業白書 2004年版／中小企業庁（ぎょうせい・本体価格2,190円） 
情報サービス産業白書 2004／情報サービス産業協会（コンピュータ・エージ社・本体価格5,000円） 
日本企業の東アジア戦略／中垣昇（文眞堂・本体価格3,200円） 
現代社会と経営組織［第3版］／佐藤一昭（学文社・本体価格3,600円） 
企業倫理・コーポレートガバナンス規程集／荻野勝（中央経済社・本体価格3,800円） 
平成15年版 世論調査年鑑／内閣府大臣官房政府広報室（国立印刷局・本体価格10,000円） 
2004年春 世界経済の潮流／内閣府政策統括官室（国立印刷局・本体価格860円） 
社会運動の社会学／大畑裕嗣・成元哲・道場親信・樋口直人（有斐閣・本体価格1,900円） 
市民社会論／山口定（有斐閣・本体価格3,900円） 
法と経済学／宍戸善一・常木淳（有斐閣・本体価格2,400円） 
公共経営学／松行康夫・松行彬子（丸善・本体価格3,300円） 
社会調査データと分析／嶋�尚子（早稲田大学文学部・本体価格2,000円） 
ボランティア・NPO用語事典／大阪ボランティア協会（中央法規出版・本体価格2,200円） 
データベース白書 2004／経済産業省商務情報政策局（データベース振興センター・本体価格5,500円） 
現代日本のNPO／山内直人（全国勤労者福祉振興協会） 

『家族革命』 
清水浩昭・森謙二・岩上真珠・山田昌弘編 

（弘文堂、本体2,000円） 

『語りつぎたいこと――年少女子労働の現場から』 
塩沢美代子 著 

（ドメス出版、本体2,200円） 

『ソニーな女たち』 
多賀幹子 著 

（柏書房、本体1,300円） 


